
41中央区民カレッジ講座案内　2026年度　前期分

生涯学習サポーター養成コース

◆郷土資料館サポーター養成講座
コース生の募集は終了しています 定員20名

講　師　紹　介

　　　　　中央区を案内する区民ボランティアになることを目指しま
す。コース修了後には中央区文化財サポーター協会に所属し、仲間と共
に活躍していただく意欲のある方々が対象です。
　講義は、座学だけではなく、先輩サポーターのアドバイスを受けなが
ら、資料作りや発表などのクラスワークも行います。また、本講座以外で、
協会が実際におこなっているガイド現場にインターンとして参加する研
修もご用意しております。
※本講座の修了には、全14回のうち10回以上のご出席が必要です。
※実地研修があるため社会福祉協議会のボランティア保険に加入します。
※カリキュラム途中で公共交通機関を利用する場合の交通費は各自でご負担いただきます。
企画・運営・指導：中央区文化財サポーター協会

主　題
時　間：午前10時～正午
場　所：本の森ちゅうおう
　　　　ブーケ21
　　　　築地社会教育会館
　　　　区内各所
回　数：14回
受講料：2,800円

涯 習生 学 ポ タサ ー 養 コ スー 成 ー

　(一社)中央区観光協会観光ゼネラルプロデューサー。
大手旅行会社勤務時代より、まち歩きガイドの育成事業
に携わる。歴史や史跡の知識だけではなく、コンプライ
アンス(法令遵守、倫理観、公序良俗などの社会的な規範
に従い、公正・公平に業務をおこなう事)を中心に行程管
理(時間管理・安全管理・進行管理)など、まち歩きガイ
ドに必要な知識を分かりやすく講義。現中央区観光協会
観光おもてなしスタッフ育成講習講師も務める。

　立教大学特任准教授。早稲田大学教育学部社会科地理
歴史専修卒業。博士（文学）。専門は近世都市史・文化史。
著書に『千社札にみる江戸の社会』（同成社）、『江戸の社
会と御免富─富くじ・寺社・庶民─』（岩田書院）、『江戸
の祭礼と寺社文化』（同成社）。編著に『赤坂氷川神社の
歴史と文化』（都市出版）など。

　応急手当普及員、杉並区救急協力員。長年にわたり消
防署・保健所などで、救急救命講習指導を実施し、その
指導に関して大変わかりやすいと高評価を得ている。(公
財)日本パラスポーツ協会公認・初級パラスポーツ指導員
としても活躍中。

佐藤　英也（さとう　ひでや）滝口　正哉（たきぐち　まさや）

小谷　好美（こたに　よしみ）

回 数 日　程 講　義　内　容 講　師　名
第1回 5/30（金） 開講式　　　　現地見学「本の森ちゅうおう」の紹介 文化財サポーター
第2回 6/13（金）【座学】　　　　中央区のなりたちと地誌～江戸時代編～ 滝口正哉
第3回 6/27（金）【実地研修】　　中央区文化財サポーター協会のまち案内体験 文化財サポーター
第4回 7/25（金）【座学】　　　　コンプライアンスと応急手当 佐藤英也／小谷好美
第5回 8/ 1（金）【座学】　　　　中央区のなりたちと地誌～明治以降編～ 滝口正哉
第6回 8/22（金）【班別ワーク】　まち案内のコースや配布資料作り

文化財サポーター第7回 9/ 5（金）【班別ワーク】　まち案内の配布資料の完成・現地確認
第8回 9/12（金）【個別ワーク】　個人発表準備
第9回 10/ 3（金）【個人発表会】　わたしがもし●●にいたら…こんなガイドをする予定 滝口正哉

10月～11月インターン期間
第10回 12/ 5（金）【班別ワーク】　　現地発表の準備

文化財サポーター第11回 12/12（金）【現地発表１班】　まち案内の実践と感想会
第12回 1/30（金）【現地発表２班】　まち案内の実践と感想会
第13回 2/ 6（金）【現地発表３班】　まち案内の実践と感想会
第14回 2/27（金） 閉講式　　　　　基調講演「地域ボランティアの可能性」 滝口正哉

　中央区の養成講座修了生で構成されたまち歩きのボランティ
ア団体で、歴史・文化・伝統ある中央区の史跡・旧跡・名所な
ど、とっておきの見どころを楽しく、親切にご案内しています。

中央区文化財サポーター協会とは

　生涯学習サポーター養成コースは、これから地域のいろいろな分野でボランティアとして活動していただく方を養
成するためのコースで、毎回テーマを決めて募集しています。このコースを修了すると生涯学習サポーターとして中
央区に登録し、ボランティアとして活動していただくことになります。これまでに、文化財サポーター、郷土資料館サ
ポーター、生涯学習コーディネーター、区民メディアリポーター、よみきかせボランティア、地域活動コーディネー
ターが卒業し、まち案内や講座の企画、区民情報番組の制作など活動の場を広げています。
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時　間：午後２時～４時
場　所：本の森ちゅうおう
回　数：12回（実習あり）
受講料：2,400円

中央区立郷土資料館の来館者に向けて、常設展示及び企画展
示の案内をする「郷土資料館サポーター」を養成します。
　講座の前期は、郷土資料館サポーターに求められる役割や心がまえ、
中央区の歴史や展示の概要を学びます。後期は、前期で学んだことを中
心に実習形式で展示案内を行っていただきます。
　講座修了後は、中央区生涯学習サポーターに登録し、既に活躍してい
る現役サポーターとともに活動していただきます。
※講座の内容等は変更する場合がございます。

主　題

回 数 日　程 講　義　内　容 講　師　名
第１回 6/10（水） オリエンテーション　 陣内　秀信／担当学芸員
第２回 7/  1（水） 中央区の歴史 増山　一成
第３回 7/15（水） 郷土資料館の常設展示について 担当学芸員
第４回 7/30（木） 郷土資料館の企画展示について 担当学芸員
第５回 8/12（水） 郷土資料館の常設展示展示物の詳細について 担当学芸員

第６回 8/26（水） 郷土資料館サポーターのおもてなしについて
前期のまとめ　後期の実習について 鈴木　章生／担当学芸員

展示案内実習に向けての準備
第７回 9/10（木）

実習と講評　常設展の展示案内実習　　　　　　　　 増山　一成／担当学芸員
第８回 9/24（木）
第９回 10/  8（木）
第10回 10/22（木）
第11回 11/12（木）
第12回 11/26（木） 今後の活動について 担当学芸員

講　師　紹　介

陣内　秀信（じんない　ひでのぶ）

鈴木　章生（すずき　しょうせい）

増山　一成（ましやま　かずしげ）

　中央区立郷土資料館館長、法政大学名誉教授。東京大
学大学院工学系研究科博士課程修了。ヴェネツィア建築
大学に留学。専門はイタリア建築史・都市史。地中海学
会会長、都市史学会会長などを歴任。著書に『東京の空
間人類学』（筑摩書房）、『水の東京』（編著、岩波書店）
など。

　目白大学教授、品川区立品川歴史館館長。専門は日本近世史、日本民俗学、博物館学。祭礼、社寺参詣、名所巡りなど、
都市の祝祭空間における文化的事象と人々の行動の解明に、歴史学・民俗学の立場から取り組んでいる。さらに、博物
館と地域社会における市民ボランティアの役割と運営に関する研究を行っている。著書に『江戸の名所と都市文化』 （吉
川弘文館）、共著に『絵図に見る伊勢参り』（河出書房新書）など。

　中央区教育委員会事務局副参事。長年にわたって中央
区内の文化財指定や登録等に関する調査研究に携わり、
区立郷土資料館（旧郷土天文館）では学芸専門職として
展示構想から基本計画、特別展の実施、歴史講演などを
含むアウトリーチ活動にも従事。中央区の歴史を解説し
た著書等に『みる・よむ・あるく東京の歴史』第 5 巻（共
著、吉川弘文館）や区広報紙への連載記事（「区内の文化
財」）など。




